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今
年
は
御
園
に
あ
る
Ｊ
Ｒ
Ａ
栗
東
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ

れ
て
50
年
。
日
本
に
2
か
所
し
か
な
い
Ｊ
Ｒ
Ａ
の
競
走
馬
調
教
施
設
が
あ
る

た
め
、
栗
東
は
「
馬
の
ま
ち
」
と
し
て
全
国
に
知
名
度
を
響
か
せ
て
い
ま
す
。

全
国
２
か
所
、開
設
50
年
を
迎
え
る
ト
レ
セ
ン

　
Ｊ
Ｒ
Ａ
栗
東
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
セ
ン

タ
ー
は
、
競
走
馬
の
調
教
施
設
と
し
て

１
９
６
９
年
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
全

国
で
は
、
本
市
と
茨
城
県
美
浦
村
に
し

か
な
い
貴
重
な
施
設
で
、「
ト
レ
セ
ン
」

の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

約
１
５
０
万
㎡
、
甲
子
園
球
場
が
40

個
も
収
ま
る
広
大
な
敷
地
に
は
、
６
つ

の
調
教
コ
ー
ス
を
は
じ
め
、
競
走
馬
が

生
活
す
る
厩

き
ゅ
う

舎し
ゃ

、
競
走
馬
診
療
所
や
ス

イ
ミ
ン
グ
プ
ー
ル
、
乗
馬
苑
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
施
設
を
完
備
。２
月
１
日
現
在
、

２
０
０
０
頭
を
超
え
る
馬
と
、
５
２
９

世
帯
、
１
１
５
５
人
の
皆
さ
ん
が
居
住

し
て
い
ま
す
。
調
教
師
や
騎
手
を
は
じ

め
、
馬
と
関
わ
る
人
た
ち
が
多
く
暮
ら

し
て
い
る
こ
と
が
「
馬
の
ま
ち
」
と
呼

ば
れ
る
ゆ
え
ん
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ト
レ
セ
ン
で
調
教
を
積
ん
だ
馬
た

ち
は
、
レ
ー
ス
の
直
前
に
な
る
と
出
走

が
予
定
さ
れ
る
競
馬
場
へ
と
輸
送
さ

れ
て
い
き
ま
す
。
栗
東
か
ら
、
数
々
の

名
馬
が
育
ち
、
歴
史
に
残
る
さ
ま
ざ
ま

な
ド
ラ
マ
、
名
場
面
が
つ
く
ら
れ
て
い

ま
す
。

２
０
０
０
頭
以
上
の
馬
と

１
１
０
０
人
以
上
が
暮
ら
す

ま
ち
の
名
前
を
冠
し
た
特
別
レ
ー
ス

「
栗
東
ス
テ
ー
ク
ス
」

広がる！「馬のまち栗東」
　まちのイメージとして「栗東は馬のまち」と考える市民の皆さんも多いのではないでし
ょうか。本年度実施した「第六次栗東市総合計画策定に関する市民アンケート調査」でも
馬に関する多くの意見があり、関心の高さが伺えます。
　市内各所で馬を栗東の貴重な地域資源として考え、広げていこうとさまざまな取組みが
展開中。まちへの愛着や誇りにつながっています。

トレセンの
あるまち

　

ト
レ
セ
ン
の
あ
る
栗
東
に
ち
な
ん
だ

特
別
レ
ー
ス
と
し
て
、
毎
年
５
月
上

旬
、
京
都
競
馬
場
で
、「
栗
東
ス
テ
ー

ク
ス
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
レ
ー

ス
は
、栗
東
町
制
30
周
年
記
念
と
し
て
、

１
９
８
４
年
に
「
栗
東
特
別
」
と
し
て

始
ま
り
ま
し
た
。

　

昨
年
は
５
月
13
日
に
開
催
さ
れ
、
栗

東
所
属
の
「
ウ
イ
ン
ム
ー
ト
」
が
優
勝
。

市
長
ら
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
タ
ー
を
務

め
、
勝
利
し
た
馬
の
関
係
者
に
記
念
品

を
贈
呈
し
ま
し
た
。
ま
た
、
毎
年
、
同

時
に
競
馬
場
内
で
観
光
物
産
展
を
開
催

し
、
市
の
特
名
産
品
を
Ｐ
Ｒ
。
栗
東
の

良
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
機
会
に
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。

　

ト
レ
セ
ン
開
設
50
周
年
記
念
と
な
る

今
年
の
レ
ー
ス
は
、
５
月
12
日
㈰
に
開

夜明け前から始まる、トレセンでの調教
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◦◦広がる！「馬のまち栗東」◦◦

馬
を
身
近
に
感
じ
る
イ
ベ
ン
ト

「
馬
に
親
し
む
日
」

　1 月 23 日、日本騎手クラブ関西支
部に、市の魅力を発信する広報大使

「うますぎる栗東大使」を委嘱。
　騎手クラブ代表として、日本騎手
クラブ会長の武豊騎手に委嘱状をお
渡ししました。
　栗東トレーニング・センターの競
馬会館で、市長から委嘱状を受け取
った武豊騎手。 
　「育ち、慣れ親しんできた栗東市は、
ふるさとであり仕事の拠点。自分た
ちが頑張って、関西馬が活躍すると
世界にも栗東という言葉が広がりま
す。競馬を通して、少しでも貢献で
きるよう騎手クラブ全体で栗東市を
盛り上げていきたいです」と抱負を
語ってくださいました。
※ P14 もあわせてご覧ください。

日
本
騎
手
ク
ラ
ブ
関
西

支
部
に
広
報
大
使
を
委
嘱

１

３ ４

２

催
予
定
。
観
戦
ツ
ア
ー
な
ど
も
企
画
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
詳

細
は
広
報
４
月
号
な
ど
で
案
内
し
ま
す
。

　

ま
た
、
馬
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
お

う
と
ト
レ
セ
ン
で
は
、　

１
９
８
０
年

か
ら
乗
馬
苑
な
ど
を
会
場
に
「
馬
に
親

し
む
日
」
を
開
催
。
市
も
参
画
し
、
馬

に
親
し
む
こ
と
を
通
じ
て
、「
馬
の
ま

ち
栗
東
」
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る

よ
う
、
取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
９
月
24
日
に
、「
ウ
マ
シ
タ
！

２
０
１
８
・
馬
に
親
し
む
日
」
と
し
て

名
前
も
新
た
に
、
ト
レ
セ
ン
と
公
益
財

団
法
人
栗
東
市
体
育
協
会
の
共
催
で
開

催
。
ジ
ョ
ッ
キ
ー
と
ふ
れ
合
え
る
イ
ベ

ン
ト
、宮
崎
県
の
伝
統
馬
事
芸
能
「
ジ
ャ

ン
カ
ン
馬
踊
り
」、
乗
馬
体
験
、
ポ
ニ
ー

試
乗
会
、
施
設
見
学
会
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア

ホ
ー
ス
と
の
写
真
撮
影
会
な
ど
の
趣
向

を
こ
ら
し
た
内
容
で
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
２
４
年
の
滋
賀
国
体
で
栗
東
が

開
催
地
と
な
る
「
レ
ス
リ
ン
グ
」
に
関

連
し
た
体
験
会
な
ど
も
あ
り
、
秋
晴
れ

の
も
と
、
ト
レ
セ
ン
を
訪
れ
た
大
勢
の

皆
さ
ん
が
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　

今
年
も
、
日
程
が
決
ま
り
次
第
、
広

報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
家
族
や

友
人
と
「
馬
の
ま
ち
栗
東
」
を
実
感
す

る
こ
と
が
で
き
る
、
栗
東
な
ら
で
は
の

イ
ベ
ン
ト
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

「栗東ステークス」：①観光物産展などで市をＰＲ。マスコットキャ
ラクターくりちゃんも登場し、盛り上げています②昨年は栗東所属
の松山弘平騎手が騎乗する「ウインムート」が優勝
「ウマシタ！2018」：③騎手の皆さんともふれあうことができ、市
外からも多くの人が来場④実際に馬に乗れる企画は毎年人気

　トレセンでは、調教
見学、施設内見学、親
子体験ツアーを実施。
ホームページからお申込みください。
■ＪＲＡ栗東トレーニング・センター
http://www.jra.go.jp/facilities/tc/rittou/event/
　また、市ホームページでも動画で
トレセンの魅力を紹介しています。
■市ホームページ右上サイト内検索

動画や見学でトレセンを知ろう！

ほっと栗東　馬のまち

　栗東市観光物産協会
では、栗東ホース具楽
部の協力のも
とで乗馬体験
を開催してい
ます（今年も
開催予定）。
問栗東市観光
　物産協会
☎ 551-0126

馬のまちで
乗馬体験！

昨
年
の
様
子
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「
馬
の
こ
と
を
知
り
、
気
軽
に
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で
き
る
場
所
を
市
内
に
作
り
た
い
」
と
、
人
と
馬
の
福
祉
の
観
点
か
ら

５
月
に
新
し
い
施
設
が
オ
ー
プ
ン
予
定
で
す
。
市
施
設
の
跡
地
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
、
市
が
民
間
事
業
者
か
ら
の
提

案
を
募
集
し
、
採
用
さ
れ
た
事
業
。
栗
東
の
地
か
ら
、「
馬
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
夢
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

人
と
馬
が
つ
な
が
る
場
所
を
作
り
た
い
！

　

六
地
蔵
に
あ
る
、
２
２
０
０
㎡
の
市

有
地
（
住
民
憩
の
家
跡
地
）
を
活
用
し

た
施
設
の
名
称
は
「
Ｔ
Ｃ
Ｃ 

Ｔ
ｈ
ｅ
ｒ

ａ
ｐ
ｙ 

Ｐ
ａ
ｒ
ｋ
」。
人
と
馬
の
共
生

を
目
指
し
、
安
養
寺
に
あ
る
株
式
会
社 

日
本
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ク

ラ
ブ
（
Ｔ
Ｃ
Ｃ 
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
）
が
、
５

月
に
オ
ー
プ
ン
さ
せ
る
予
定
で
す
。

　

主
導
す
る
の
は
、
代
表
取
締
役
で
、

小
野
在
住
の
山
本
高
之
さ
ん
。
市
で
生

ま
れ
育
ち
、ま
ち
の
外
に
出
て
改
め
て
、

「
栗
東
は
馬
の
ま
ち
」
と
い
う
知
名
度

を
強
く
実
感
。「
地
元
で
活
力
に
な
る

仕
事
が
で
き
た
ら
」
と
帰
郷
し
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

主
要
事
業
と
な
る
の
は
、
①
引
退
競
走

馬
を
活
用
し
た
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
ホ
ー

ス
セ
ラ
ピ
ー
を
主
と
し
た
放
課
後
な
ど
の

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
②
引
退
競
走
馬
の
ホ
ー
ス

シ
ェ
ル
タ
ー
支
援
③
「
馬
の
ま
ち
栗
東
」

の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
貢
献
で
す
。

　
「
乗
馬
や
馬
の
世
話
を
通
じ
て
心
身
を

癒
や
す
『
ホ
ー
ス
セ
ラ
ピ
ー
』
と
け
が

な
ど
で
引
退
し
て
行
き
場
を
失
っ
た
サ

ラ
ブ
レ
ッ
ド
の
緊
急
避
難
所
『
ホ
ー
ス

シ
ェ
ル
タ
ー
』
を
中
心
に
、
社
会
に
開

か
れ
た
福
祉
施
設
を
目
指
し
ま
す
。

　

セ
ラ
ピ
ー
の
対
象
は
３
～
18
歳
の
子

ど
も
た
ち
。
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
を
含
め
６

頭
の
馬
と
と
も
に
、
理
学
療
法
士
、
作

業
療
法
士
、
保
育
士
な
ど
資
格
を
持
つ

ス
タ
ッ
フ
が
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
馬

は
、
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
も
登
場

し
て
も
ら
う
こ
と
で
よ
り
身
近
に
感
じ

て
も
ら
い
た
い
で
す
。
活
動
か
ら
人
と

馬
の
距
離
が
近
い
も
の
に
な
り
、
馬
の

社
会
的
価
値
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
人
と
馬
の
双
方
に

と
っ
て
、
楽
し
く
や
さ
し
い
場
所
に
で

き
れ
ば
」
と
語
る
山
本
さ
ん
。

　

医
療
と
福
祉
が
連
携
し
た
取
組
み
が

全
国
に
発
信
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

「馬の社会的価値を高めるこ
とにつなげたい」と山本さん

ま
ち
の
可
能
性
が
広
が
る
新
し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス

タ
ー
ト
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す

馬
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

市
有
地
を
活
用
し
た
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

医
療
と
福
祉
が
連
携
し
た

先
進
的
な
取
組
み
を
栗
東
か
ら

民間活力で
盛り上げる

　参加者が投稿した写真をつなぎ
合わせ、４ｍ×２ｍの大きなモザ

イクアートモニュメントとして、「Tcc Therapy 
Park」に展示します。
　家族、ペットなど、好きな写真を投稿して、栗東
で始まる新しい取り組みに参加しませんか。
■ TCCJAPAN 日本サラブレッドコミュニティクラブ 
　キャンペーンサイト
　https://campaign.tcc-japan.com/
　☎ 584-5945

栗東ならではの施設を
ともにつくろう
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◦◦広がる！「馬のまち栗東」◦◦

　
「『
馬
の
ま
ち
栗
東
』
の
さ
ら
な
る
活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う
」
と
公
益
社
団
法
人 

栗
東
青
年
会
議
所
が
子
ど
も
た
ち
に
向

け
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
完
成
し
た
栗
東
な
ら
で
は
の
個
性
あ
ふ
れ
る
「
馬
に
乗
っ
た
飛
び
出
し
坊
や
」
は
市
内
各
所
に

設
置
さ
れ
、
ま
ち
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

馬
の
ま
ち
を
み
ん
な
で
創
ろ
う
！

　

10
月
13
日
、
公
益
社
団
法
人 

栗
東
青

年
会
議
所
が
、「
馬
の
ま
ち
を
み
ん
な
で

創
る 

新
し
い
世
界
を
切
り
開
け
！
～
Ｐ
ｉ

ｏ
ｎ
ｅ
ｅ
ｒ 

ａ 

Ｕユ
ー
マ
/
馬

Ｍ
Ａ 

ｗ
ｏ
ｒ
ｌ
ｄ
～
」

を
開
催
。
ト
レ
セ
ン
に
子
ど
も
た
ち
と

保
護
者
23
人
が
集
合
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、「
馬
（
Ｕ
Ｍ
Ａ
）
が
有

名
だ
と
い
っ
て
も
、
簡
単
に
見
て
触
る

こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
未
確
認
生
物

『
Ｕユ

ー

マ
Ｍ
Ａ
』
の
よ
う
」「
馬
は
貴
重
な
地
域

資
源
だ
が
、
栗
東
で
は
馬
が
有
名
だ
と
い

う
こ
と
を
市
民
で
も
知
ら
な
い
人
が
い

る
」
と
い
う
現
実
を
共
通
理
解
。「
市
全

域
を
馬
の
ま
ち
に
し
よ
う
と
し
て
も
、
本

物
の
馬
を
活
用
す
る
こ
と
は
、
環
境
の
問

題
な
ど
の
課
題
も
多
い
。
も
っ
と
広
く
み

ん
な
に
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
方
法
を

考
え
よ
う
」
と
地
域
活
性
化
に
取
り
組
む

先
進
地
の
事
例
を
学
び
な
が
ら
、
関
係
者

と
と
も
に
「
馬
の
ま
ち
栗
東
」
を
広
げ
て

い
く
方
法
を
考
え
ま
し
た
。

①完成作品は市内24か所に設置②考えたアイデアを発
表③実際にトレセンを見学して、馬のまちを体感④⑤⑥
個性あふれる、飛び出し坊や作り

１46

５

２

3

子
ど
も
、
保
護
者
、
栗
東
青
年
会
議
所
メ
ン
バ
ー
、
り
っ

と
う
ミ
ツ
ケ
ー
タ
ー
な
ど
が
力
を
合
わ
せ
ま
し
た

本
物
が
い
な
く
て
も

馬
の
ま
ち
を
広
げ
て
い
こ
う

飛
び
出
し
坊
や
の
製
作
と

柔
軟
な
発
想
で
ア
イ
デ
ア
出
し

若い力で
まちづくり

　

実
際
に
ト
レ
セ
ン
を
見
学
後
、
活
性

化
に
つ
な
げ
る
一
つ
と
し
て
、
子
ど
も

た
ち
は
各
自
が
「
馬
に
乗
っ
た
飛
び
出

し
坊
や
」
を
製
作
し
ま
し
た
。
完
成
し

た
24
体
は
市
内
の
観
光
施
設
や
小
学
校

な
ど
に
設
置
さ
れ
、
馬
の
ま
ち
を
感
じ

る
き
っ
か
け
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
ア
イ
デ
ア

を
創
出
。
小
学
生
が
考
え
た
カ
レ
ー
を

コ
ン
テ
ス
ト
し
、
優
勝
作
品
を
給
食
に

出
す
「
ウ
マ
カ
レ
ー
」、
栗
東
駅
前
に

人
が
集
ま
る
オ
ブ
ジ
ェ
を
作
り
、
栗
東

ら
し
い
待
ち
合
わ
せ
場
所
に
す
る
「
馬

時
計
」、「
馬
祭
り
」「
り
っ
と
う
馬
コ

ス
プ
レ
バ
ル
」
の
開
催
な
ど
、
柔
軟
な

発
想
に
よ
る
提
案
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、市
民
記
者「
り

っ
と
う
ミ
ツ
ケ
ー
タ
ー
」
も
参
加
し
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク「
う
ま
す
ぎ
る
栗
東
」

で
発
信
。
馬
の
ま
ち
を
み
ん
な
で
考
え

る
貴
重
な
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
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市
で
は
、
元
気
創
造
政
策
課
内
に
馬
事
業
企
画
室
を
設
け
、
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
で
、「
馬
の
ま
ち
栗
東
」
を
全
国
に
Ｐ

Ｒ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
ま
ち
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
す
る
自
主
的
な
活
動
も
多
く
あ
り
ま
す
。
一
つ
ひ

と
つ
の
取
組
み
が
大
き
な
力
と
な
り
、
全
国
に
栗
東
の
魅
力
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

栗
東
な
ら
で
は
の
魅
力
を
多
く
の
力
で
伝
え
る

　

市
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
り

１
万
円
以
上
の
寄
附
者
に
お
礼
と
し
て

記
念
品
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。
昨
年
、

記
念
品
数
を
66
品
か
ら
86
品
に
充
実
さ

せ
、「
馬
の
ま
ち
栗
東
」
な
ら
で
は
の

記
念
品
も
増
や
し
ま
し
た
。

　

市
外
在
住
者
が「
心
の
ふ
る
さ
と
」
と
し

て
寄
附
で
き
る
、ふ
る
さ
と
納
税
。
地
場
産

業
の
活
性
化
や
栗
東
の
知
名
度
の
向
上
に

つ
な
げ
、
寄
附
金
を
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く

り
に
活
用
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
全
国

か
ら
１
１
８
４
件
、３
５
６
８
万
９
１
０
３

円
の
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。
平
成
20
年
度

か
ら
平
成
29
年
度
ま
で
の
寄
附
金
累
計

１
億
３
１
８
７
万
３
８
３
６
円
の
一
部
を

小
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
や
総
合
戦
略

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
に
活
用
し
て

い
ま
す
。

　

今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
栗

東
フ
ァ
ン
を
増
や
し
、
ま
ち
の
魅
力
を

広
げ
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

栗東観光案内所の展示（写
真上）・市内外で放映され
ている、馬にちなんだ手作
りのPR動画（写真左）

「
ふ
る
さ
と
栗
東
応
援
寄
附
」
の
記
念
品
や
寄
附
状
況

の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
で

関
連
記
念
品
を
充
実

馬のまちを
広げる

　JR 手原駅内にある栗東観光案内所
では、「馬のまち栗東」にちなんだ

展示、グッズなどの販売がされています。
　　また、昨年、「うますぎる栗東映像プロジェク
ト」で市民と学生が考えた栗東市の PR 動画６本の
うち、２本が馬が登場するものでした。これらを栗
東ステークスの際、京都競馬場のターフビジョンで
放映。動画は、栗東観光案内所内、市役所１階のモ
ニター、特産品相互取扱協定を結ぶ大阪府泉佐野市
でも活用されており、魅力を発信中です。

馬のまちを
市内外にPR

新しく増えた
馬に関連した
記念品の一例

広 報 11 月 号 で も
紹介した、元 JRA
騎手で革職人の佐
伯清久さん（下戸
山）が手作りする
ペンケースや名刺
入れなど

P ４ で 紹 介 し た
TCC JAPAN の イ
ラストタオルや福
永祐一騎手のサイ
ン刺繍入り限定キ
ャップ

問
元
気
創
造
政
策
課 

  

☎
551-

１
８
０
８ 

ＦＡＸ 

553-

１
２
８
０
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◦◦広がる！「馬のまち栗東」◦◦

 
　「
馬
勝
っ
た
バ
ウ
ム
」
で
栗
東
を
盛
り
上
げ
る

 

　
楽
し
み
な
が
ら
馬
に
ち
な
ん
だ
小
物
を
手
作
り

　

２
０
１
４
年
、
栗
東
芸
術
文
化
会
館

さ
き
ら
開
館
の
15
周
年
に
あ
わ
せ
て
、

施
設
内
に
あ
る
カ
フ
ェ
の
オ
ー
ナ
ー
と

し
て
、
さ
き
ら
の
魅
力
を
伝
え
る
「
栗

東
バ
ウ
ム
」
を
企
画
・
開
発
し
ま
し
た
。

　

無
添
加
に
こ
だ
わ
っ
た
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ

ン
は
、
季
節
に
よ
っ
て
生
地
の
配
合
を
変

え
、
直
火
焼
き
で
１
本
ず
つ
、
手
間
と
時

間
を
か
け
て
焼
き
上
げ
て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
シ
リ
ー
ズ
展
開
を
経

て
、
２
０
１
６
年
、
ト
レ
セ
ン
の
氏
神

様
で
あ
る
大
野
神
社
さ
ん
と
「
馬
勝
っ

た
バ
ウ
ム
」
を
共
同
開
発
し
ま
し
た
。

栗
東
に
は
競
馬
関
係
の
お
客
さ
ん
も
多

い
の
に
、
Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ
う
な
お
土
産

が
な
い
と
い
う
現
状
か
ら　
「
お
も
し

ろ
お
か
し
（
菓
子
）
く
、
ま
ち
を
盛
り

上
げ
た
い
！
」
と
考
え
ま
し
た
。

　

タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
「
競
馬
場
の
馬
好
き
な

人
」。
Ｊ
Ｒ
Ａ
の
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
意

見
も
聞
き
な
が
ら
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
味

は
、
芝
の
よ
う
な
抹
茶
味
、
パ
ド
ッ
ク
の

よ
う
な
プ
レ
ー
ン
味
、
ダ
ー
ト
の
よ
う
な

コ
コ
ア
味
の
３
種
類
。「
万
事
ウ
マ
く
い

き
ま
す
よ
う
に
…
」の
願
い
を
込
め
、パ
ッ

ケ
ー
ジ
に
は
蹄
鉄
を
あ
し
ら
い
、
騎
手
の

勝
利
の
瞬
間
を
描
き
ま
し
た
。

　
「
栗
東
ホ
ー
ス
マ
ン（
競
馬
関
係
者
）」

と
「
栗
東
バ
ウ
ム
」、
ど
ち
ら
も
目
指

す
先
は
「
馬
勝
っ
た
（
美
味
か
っ
た
）」 

で
す
。
ふ
る
さ
と
納
税
の
記
念
品
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
手
土
産
な
ど
と
し
て

京
都
競
馬
場
で
の
販
売
も
好
評
で
、
栗

東
を
知
っ
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。
常
連
さ
ん
が
栗
東

に
来
て
く
だ
さ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
「
馬
の
ま
ち
」
を
広
げ
て
い
く
た
め
に

は
、
栗
東
青
年
会
議
所
が
企
画
さ
れ
た
、

飛
び
出
し
坊
や
を
作
る
イ
ベ
ン
ト
の
よ
う

に
、
身
近
に
馬
を
意
識
で
き
る
き
っ
か

け
が
大
切
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

点
と
点
を
結
ん
で
線
に
し
て
、
縁
に
つ

な
げ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
連
携
で

栗
東
の
よ
さ
が
広
が
り
、
ま
ち
が
盛
り

上
が
っ
て
い
け
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

田
中 
由
美
さ
ん
（「
サ
ロ
ン
・
ド
・
カ
フ
ェ
・
ア
プ
リ
」）

パティシエ（菓子職人）として「馬勝ったバウム」
を開発。栗東市シティセールス戦略会議委員

　
「『
馬
の
ま
ち 

り
っ
と
う
』
を
盛
り
上

げ
よ
う
！
」
と
２
０
１
５
年
か
ら
、
馬
に

ち
な
ん
だ
作
品
を
手
作
り
し
て
い
ま
す
。

　
「
こ
う
し
た
ら
か
わ
い
い
！
」
と
頭
の

中
の
イ
メ
ー
ジ
を
形
に
し
て
い
き
ま
す
。

パ
ー
ツ
を
切
り
、
手
で
縫
い
合
わ
せ
て

い
く
細
か
い
作
業
で
す
が
、
心
が
無
に

な
る
よ
う
な
楽
し
い
時
間
。
気
の
向
く

ま
ま
に
、
合
計
す
る
と
１
日
５
時
間
く

ら
い
に
な
っ
て
い
る
時
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
だ
わ
り
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
「
リ
バ

テ
ィ
」
の
プ
リ
ン
ト
デ
ザ
イ
ン
生
地
を

使
っ
て
い
る
こ
と
。
お
気
に
入
り
の
生
地

を
少
し
ず
つ
使
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ

の
少
し
の
加
減
が
生
地
の
価
値
を
い
っ
そ

う
ひ
き
た
て
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
遊
び

心
で
、
例
え
ば
表
か
ら
は
見
え
な
い
バ
ッ

ジ
裏
面
に
生
地
を
使
っ
て
い
ま
す
。
多
色

あ
る
糸
か
ら
イ
メ
ー
ジ
の
色
を
選
ん
で
い

く
の
も
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。

　

作
品
は
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
で
競
馬
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
杉
本
清
さ
ん
に
も
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
や
雑
誌
で
身
に

着
け
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
を
見
る
と
と

て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

最
近
は
、
元
Ｊ
Ｒ
Ａ
騎
手
で
革
職
人

の
佐
伯
清
久
さ
ん
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を

務
め
て
お
ら
れ
る
方
と
交
流
す
る
な

ど
、
よ
り
よ
い
作
品
づ
く
り
に
つ
な
が

る
出
会
い
も
あ
り
ま
し
た
。

　

も
と
も
と
手
芸
が
趣
味
と
い
う
訳
で

は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
思
い
が
あ
れ

ば
、
続
け
て
い
く
う
ち
に
何
で
も
で
き

る
よ
う
に
な
る
も
の
で
す
。
楽
し
み
な

が
ら
、
馬
を
あ
し
ら
っ
た
小
さ
な
作
品

を
作
り
続
け
、
こ
れ
か
ら
も
、「
馬
の

ま
ち
栗
東
」
の
魅
力
を
自
分
な
り
に
発

信
し
て
い
き
た
い
で
す
。

田
島 

明
惠
さ
ん
（
カ
フ
ェ
サ
ロ
ン
「
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｌ
Ｌ 

Ｒ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
」）

馬にちなんだ小物を手作りし、まちの魅
力を発信中

馬のまちを盛り上げよう！～市民発の取組み～
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